
第１４回

保育心理
研究会
日時

2022年1月23日
午後1時～4時【予定】

真宗大谷派宗務所3階
第4・5会議室
京都市下京区烏丸通七条上る常葉町

子どもの生活習慣と子育て支援
～幼小接続と家庭へのアプローチ～

鈴木みゆき氏（國學院大學教授）

鈴木みゆき氏：國學院大學教授
五島 満氏：大谷保育協会理事長
那須 恵氏：保育心理士
＊ZOOMを使用したオンライン講座
先着20名のみ会場での受講が可能となります。

記念講演 13:10～

シンポジウム 14:45～

今年度も新型コロナウイルス感染症予防の観点から、会場受講（先着20名）・オンライン受講のハイブリット開
催とさせていただきます。新型コロナウイルス感染状況によっては完全オンライン開催に切り替える場合がございます。
その場合は改めてご案内いたします。
オンライン受講をされる方は、PC、タブレット、スマートフォンなどの端末が必要となります。また、本研究会は全体での
アクセステストは行いませんので、ご不安な方は事前に事務局までお問合せくださいますようお願いいたします。

【問合せ】大谷保育協会保育心理士会事務局（担当：近藤）
TEL：075-371-9207（平日9：00～12：00、13：00～17：00）

MAIL：o-hoiku@ceres.ocn.ne.jp

会場

受講料
2,000円
※キャンセルなどによる返金
はできかねますので了承くだ

さい。

2021年12月1日（水）～2022年1月7日（金）

ポイント
4ポイント
※後日、保育心理士システ

ムにて加算いたします。

申込方法
WEB申込
※オンライン受講者のみ。

大谷保育協会HPからもアク

セス可能です。

FAX申込
※当日会場での受講をご
希望の方のみ。先着20名

までとなります。
申込期間

日

幼児期の生活習慣、特に睡眠をご専門とされております。発達障害の
子どもたちは往々にして寝つきが悪く、睡眠に問題を抱えています。脳は睡
眠時に日中の疲れを取り、同時にシナプスが作られ守られ育っていくと言わ
れています。コロナ禍もあり、子どもたちの睡眠習慣は乱れ、保育現場の課
題となっています。子どもたちに規則正しい睡眠習慣を身に付けてもらうに
はどうしたら良いか？そのための家庭へのアプローチをどうしたら良いか？等
についてお話しいただきます。


